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First, in this paper, the present curriculum revised in 2015 
and the new curriculum to be introduced in 2019 are 
reviewed.   
Then the content of “English Seminar” and “Orientation 
with all the English classes combined,” as the attempt prior 
to introduction of the new curriculum, is reported.  At the 
same time, based on the results of the questionnaire 
conducted to the students, the effects of those events are 
analyzed.  
In conclusion, to have freshmen consider the significance of 
learning English and introduce various learning methods to 
them in Orientation determined if they were stimulated and 
motivated to study English more positively.  We believe this 
is part of active learning and should be conducted even after 
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はじめに 




2014 年度）までの変遷、並びに 2007 年度以降に行って
きた工夫（聴覚障害学生への対応等）、また 2014 年度に
立ち上げられた課外英語教育プログラム「Global Cafe」
については岡村の既発表論文 1 2 3 4 5を参照願いたい。 
 2015 年度に再び英語科を含めた全学カリキュラムの改

















1 2015 年度・2019 年度カリキュラム改訂の概要 
 2010 年度からのカリキュラム（以下「旧カリ」）の内























級の 3 レベルにクラス分けを行っている。 


















































2-1 英語セミナーの実施（2017 年度） 
2-1-1 英語セミナーの開催内容 
 2017 年度は、基礎教育センター主催による 1 年生向け
の英語セミナ 「ー夏休みに英語を上達させよう」を昼休み
の時間に開催した。内容を 2 部制にし、第 1 部「プレイ
スメントテストの結果からわかること－そしてなぜ芸工
大で英語を学ぶのか？」を 7 月 3 日と 4 日に、第 2 部「夏
休みに英語力を向上させよう！」を 7 月 10 日と 11 日の
昼休み時間 12:20-12:50 の 30 分間に挙行した。 
 開催場所は、7 月 3・4・10 日は学生会館 2F スチュー
デントラウンジ、11 日は基礎教育センター1F 1104 教室
であった。エアコン故障により、急遽最終日の場所を変更
した。 








もらった。このセミナーに 2 日間で 34 名が参加した。 






















































＊   ＊   ＊ 
1. あなたは 7/3 または 4 日に開催された「第 1 部 プレイ
スメントテストの結果からわかること」に参加しました
か？       はい・いいえ 
 
2. 1 で「はい」と答えた人へ 
(1) オプショナル課題レポートの提出は、参加の動機付け





3. 1 で「いいえ」と答えた人へ： 
不参加の理由を教えてください。 
 




5. 4 で「はい」と答えた人へ 
(1) オプショナル課題レポートの提出は、参加の動機付け
になりましたか？    はい・わからない・いいえ 
(2) オプショナル課題レポートの提出が「基礎英語 I」の










 まず不参加の理由として、第 1 回目については 177 人










日を希望する学生が 3 名いた。 
 英語が嫌いまたは不得意なため英語セミナーに興味を
持てなかったと答えた学生は、第 1回目については 22 名、
















けになっていると答えた学生は、第 1 回目については 10

















































2-2 合同オリエンテーションの実施（2018 年度） 
2-2-1 合同オリエンテーションの実施概要 




中して開講されているので、授業初日（4 月 10 日・16 日）




































回答（提出者 360 名）は以下の通り： 
 
1. 合同オリエンテーションは、役に立ったと思います
か？(1 つ選ぶ)  
①とても役に立った       76 
②少し役に立った       135 
③普通       149 
④あまり役に立たなかった      9 





えさせられた      164 
②クリエイターが(英語に限らず)言葉を大事にする必
要性が分かった・考えさせられた    185 
③芸工大で履修する英語科目の全体像がわかった
       102 
④基礎英語の授業で学習する内容がわかった   92 
⑤プレイスメントテスト結果で自分の英語力がどの位
か分かった       85 
⑥Global Cafe の存在と活動・参加するメリットについ
て知った       73 
⑦（英語に限らず）大学で勉強することの意味につい
て分かった・考えさせられた      76 
⑧（英語に限らず）大学での勉強の仕方のヒントを得
られた       50 
3. 講師（岡村）の話はどうでしたか 
（それぞれ 1 つずつ選ぶ）  
3-1 ①とても聞き取りやすかった     84 
②聞き取りやすかった         151 
③普通      117 
④聞き取りにくかった      5 
⑤とても聞き取りにくかった     1 
3-2 ①とても面白かった          40 
②面白かった      88 
③普通      188 
④つまらなかった      6 
⑤とてもつまらなかった     1 
4. 合同オリエンテーションを聞いて、英語を勉強しよ
う・しなければと思いましたか？（1 つ選ぶ） 
①強く思った       94 
②多少は思った      255 









 （予習・復習・自習を）頑張りたい     81 
 楽しんで学ぼう（学んでいる）と思う     34 
 （説明・授業が）分かりやすかった     33 
 英語の大切さ（必要性・重要性）が分かった   26 
 （英語を学ぶ）理由が分かった     17 
 将来に向け英語は必要だと思った     17 
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 心の準備ができた         8 
 Global Cafe に行ってみたい（行ってみた）    7 




















































































































と KDU Global Cafe 立ち上げを中心に」、『KELT（神








日本語（留学生向け）初級 I・II／中級 I・II と日本語表
現・文章表現法それぞれ I・II の科目群から 7 単位以上
取得に変更されており、さらに新カリでは「学修基礎」
区分に移した日本語表現・文章表現法を除く上記科目群
から 5 単位以上取得に変更される予定である。 
7) 英語運用能力評価協会（ELPA）の「英語プレイスメ
ントテスト」を使用。 http://npo-elpa.org/placement/ 
8) この部分については、2009 年度に新入生向け「スタ
ディスキルズ」の一環として行った小講義（その後履修
内容の増加に伴い、英語については除外されて現在に至
る）と内容の多くが共通しているので、前掲注 1 岡村論
文の以下を参照されたい。 
http://kiyou.kobe-du.ac.jp/09/thesis/07-02.html 
9) 中央教育審議会、「新たな未来を築くための大学教育
の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力
を育成する大学へ～（答申）」、2012 年、 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/tous
hin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_3.pdf p.37 
10) 溝上慎一、『アクティブラーニングと教授学習パラダ
イムの転換』、東信堂、2014 年、p.7 
11) 大学入試センター、「大学入学共通テスト（新テスト）
について」、 
http://www.dnc.ac.jp/daigakunyugakukibousyagakury
okuhyoka_test/ 
12) 英語入試改革については、「試験の民間委託」と「ス
ピーキング試験導入」が志向されていることから、大学
入試たるに必要な公平性・公正性の観点からの疑問・懸
念・異議や、その背景にある「4 技能推進論」の妥当性
への疑問も少なくないが、 
賛成・推進派の意見として、文部科学省「英語教育の
在り方に関する有識者会議」 
( http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/
102/ )委員でもあった 
安河内哲也『全解説 英語革命 2020』、文藝春秋、2018
年、 
反対・批判派の意見として、 
南風原朝和編著、『検証 迷走する英語入試－スピーキン
グ導入と民間委託』、岩波書店（岩波ブックレット）、2018
年、 
阿部公彦、『史上最悪の英語政策－ウソだらけの「4技能」
看板』、ひつじ書房、2017 年 
を参照。 
